
統合コードの開発は，複数のコードの連携以上に，各々

のコードを開発している研究者・技術者の緊密な連携，す

なわち「人の統合」が必要不可欠である．本小特集の各章

で紹介されたモデル・コードの開発や開発したコードでシ

ミュレーションを行って結果を得るために，様々な分野の

専門家や学生の活動，シミュレーションを行うためのスパ

コン等の計算機の利用があり，さらに，国内における核燃

焼プラズマ統合コード構想（BPSI: Burning Plasma Simula-

tion Initiative）［１］を中心に，各々の活動を束ねて組織の垣

根を超えて協力して統合コード開発を推進してきた．これ

らのことを継続・発展させることが第１章で述べた原型炉

に向けた統合コード開発に求められる．本章では，小特集

の第１章から５章までの各々に貢献して来た方々に謝意を

表すとともに，統合コード開発の今後のさらなる発展を期

待し，まとめとする．

まず，国内の主要な統合コードTOPICS，TASK，

TOTALの開発に貢献していただいた国内外研究機関の多

くの関係者の，BPSI 活動や共同研究を通じた長きにわた

る多大なご貢献とご支援に感謝申し上げます．特に，

TOPICSに関しては，滝塚知典 招聘教授（阪大），小関隆久

博士，清水勝宏 博士，矢木雅敏 博士，井手俊介 博士（量

研）に，TOTALに関しては，山�耕造 名古屋大学名誉教
授に，ご指導いただき開発してきました，ご貢献に感謝し

ます．

筆者一同，JT-60 チーム，及び LHD実験グループの協力

と有意義な議論に謝意を表します．統合コードで用いるモ

デルの検証には実験との比較検証が欠かせず，今後より緊

密に実験と連携して検証活動を行うことが，統合コード開

発の加速に欠かせないと考えます．

本小特集で紹介された研究内容については，以下（番号

順）の科学研究費補助金の支援により推進されたものであ

る．15K06656，16K06948，17K07001, 18360448，18560790，

19360415 ，20226017 ，22760665 ，23360416 ，25420895 ，

25820442，２６２８９３５６，26420862．また，核融合科学研究所

一般共同研究NIFS11KNTT008，NIFS14KNTT025，NIFS

16KNST092，数値実験炉研究プロジェクト予算NIFS11

UNTT006，NIFS17UNTT008 の支援も受けた．

統合コードによるシミュレーション結果の一部は，核融

合科学研究所のプラズマシミュレータ，及び，国際核融合

エネルギー研究センターの計算機センター（IFERC-

CSC）のHELIOS 等を使用して得られたものである．第一

原理コードを含む統合コードのシミュレーションや，第一

原理コードの結果に基づいた統合コードに導入できるモデ

ルの開発には，スパコンは必須のインフラとなっており，

統合コード開発の進展に合わせてスパコンの導入整備も欠

かせない．

第１章で紹介した原型炉に向けた統合コード開発計画

［２］に関して，有意義な議論を行っていただいた原型炉設

計合同特別チームの理論・シミュレーションワーキンググ

ループのメンバーに謝意を表します．長期の開発計画を着

実に進めるためには，上記のスパコン等のインフラだけで

なく，最初に述べた「人の統合」が重要であり，今後ます

ます次代を担う若手研究者や学生の育成が求められる．

本小特集が，若手研究者や学生にとって統合コードを

使った研究の入門書となり，２０２０年に運転を開始する

JT-60SAや２０２５年に運転を開始する ITERに向けた研究が

広がっていくこと，原型炉実現に向けて研究が加速するこ

とを期待する．
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